＜研究ノート＞観光シンポジウム「北陸新幹線延伸による信州観光ビジネスの可能性」まとめ by 増田  榮美
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１．総合文化研究所大会概要





































































































































































































































でも 500 人から日によって 800 人ほどお越しいただき、週末に関しましては、


















































































































































































































































































































表によりますと 1日平均 3,333 人で、あと定期の利用客がね、これも実は増え








































































































９時 21 分っていうのがありますが、上田着が 11 時２分。この後上田に着く「は
くたか」が４時 53 分までないんですね。みんな長野止まりで、長野からの「あ
さま」への乗り継ぎっていうのは、必ず猶予されていますけれども、この辺に
ついては、やっぱり北陸新幹線から直接乗り入れるっていうことになりますと、
やや上田にとっては不利かなっていうものもございます。
　　　それから、やっぱり今後の最大の課題は、NHK大河ドラマの中で、どのくら
い誘客できるかっていうことでございます。今日のビラも入れてございますけ
れども、１月 17 日いよいよ大河ドラマ館、オープンいたします。これは全国
でも唯一のドラマ館と名乗れる施設でございます。お一人 600 円と設定させて
いただきますけれども、是非、ご覧いただければというふうに思っているとこ
ろでございます。
　　　それから、さっきも申し上げましたけれども、大阪からいかに人を引っ張るかっ
ていうのを課題と考えています。やはりですね、大阪の真田人気っていうのは
大きいんですけれども、真田信繁、幸村が上田の出身だっていうことをいかに
大阪で PRできて、一度おいでいただけませんかっていうのが大きな課題でご
ざいましてですね、もう、我々も 4年ほど前から、誘客の準備をしているとこ
ろでございます。
　　　それから、最後になりまして、広域連携っていうことでございますけれども、
長野市さん、今日おいででございますけれども、この「真田丸」を通じて、長
野市さんと真田丸の広域観光プロジェクトというものを立ち上げさせていただ
いてます。これは、観光協会も含めて一緒になってですね、共同のキャンペー
ン、あるいは旅行雑誌を使った PRもしていきましょうということと、合わせ
てさっきも言いました「真田丸」の上田のドラマ館と松代の宝物館の共通入場
券も発行しようじゃないかということで今、協議を進めているところでござい
ます。真田氏を通じて、一緒になって広いプロジェクト、広域的なものを進め
てまいりたいなと考えています。
　　　それからもう１点、先ほどございましたけども、松本、金沢、高山の交流、い
わゆるプリズムルートでございますけども、残念ながら、松本からは中央線に
なってしまいますけれども、これをいかに上田へ引っ張るかっていうことで、
やっぱり課題と考えています。そういう意味で実はきょうも福岡でのイベント
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ございますけども、FDAを使った九州からの便の誘客っていうのも、１つの
課題かなって思っています。
　　　先ほどの JTBさんのほうの話、ございましたけども、多くの旅行エージェン
トが、中部圏と東京圏に営業所が分かれておりまして、それが松本と実は上田
長門が境なんです。で、中部圏のほうに営業に行きまして、松本っていっても
近いんだよって言ってもイメージ的に、峠があって、なかなか遠いと感じてい
るって方が多いですね。そういう意味では、松本と上田間の二次交通をどうす
るかっていう課題もありますけれども、是非ですね、我々としては、金沢、高
山、松本から上田へ行って新幹線、というルートを確立していきたいなという
ことを考えているところです。
　　　あと、いくつかの課題はございますけれども、もうひとつが、現在、上田は観
光バスのハブ駅になっています。東京から上田まで新幹線でおいでになって、
そこから観光バスに乗り換えて県内へ行かれるっていうことですね。今までは
それが往復だったんですけれども、この新幹線の開通によりまして片道になっ
ています。上田でお降りになってバスで関西行かれて、新幹線で帰られる方、
それから金沢方面へ新幹線で行って、上田へバスで来て、上田から東京へお帰
りになる方というのがございます。まあ、こういうような非常に旅行のバリエー
ションの拡大っていうものがありますので、全体的にはどういうふうにやって
いくかっていうのは、これから解決していかなきゃいけないかなって思ってい
るところです。私からは、以上です。
増田／ありがとうございました。現在のところは「真田丸」があるということですの
で、来年１年間、期待のできるところではありますけれども、やはりハブ駅に
なっているということもあって、いかに通過しないでそこで足を止めていただ
くかという、そういった観光資源の開発、魅力づくりというものが課題になっ
てくるのかなというように感じました。
　　　それでは長野ですが、長野の場合は「かがやき」も「はくたか」も停まるという
とてもいい条件を持ってらっしゃるわけですが、何か課題はおありでしょうか。
島津／今のお話のように、長野駅は新幹線、金沢までの延伸に伴ってですね、まあ、
東京からって考えますけど、下り上りすべての「かがやき」「はくたか」、「あさま」
は始発という形で、本数自体は簡単にいうと約倍近い新幹線が停車するという
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ことで、先ほど来、申しました長野市の観光情報センターにお越しいただくお
客様も非常に多くなっているという状況でございます。
　　　市内の長野駅周辺の主なホテルの稼働率も、先ほど金沢のホテルの稼働率が
90％超えということで伺いましたけども、長野市内の周辺ホテルもですね、御
開帳の期間中の特に５月は 90％を平均で超えている。90％を超えるというこ
とは、ほぼ毎日が満室状態ということで伺っております。市内のホテルの関係
者の方も、前回の御開帳の時に、毎年８月の夏休みの時期は、稼働率が非常に
落ち込んだということで危惧をしておったようですが、８月に関しましても昨
年よりも上回りまして、平均でほぼ 85％ぐらいの稼働率、９月もシルバーウ
イーク等ございましたけれども、82.3％ということで、市内のホテル、駅周辺
の主な主要ホテルに関しましては、この 10 月まではほぼ順調に、お客さまが
お泊りをいただいているという状況でございます。
　　　課題っていうことになりますと、元々、私ども、御開帳が終った後、特に首都
圏からの今まで大きなマーケットのお客様が北陸に目を向けるということで、
その通過点にならないような形の長野市の魅力、観光の素材ですとか魅力を発
信していかないと通過点になってしまうということで、これは今後も当然、危
惧されることでありますし、来年に関しましては、新幹線が函館まで開業とい
うことで、今度は逆に来年は首都圏のお客様が北海道のほうに目を向けてしま
うのではないかということでございますので、継続的にやはり、先ほどの宿坊
ではございませんが、長野市、信州を含めてですね、長野ならではの魅力発信
というものを継続して展開していきませんと、一年一年ということではお客さ
まが目を向けていただけないということで、継続的に長野ならではの魅力の発
信をしていきたいと思います。
　　　それからもう１つ、大きく課題としては、長野県内の中でもインバウンドと呼
ばれる海外からのお客様、今これは全国的にも非常に特に中国、アセアン諸国
等から日本に多くの外国人の観光のお客様が見えられているということで、長
野市内もですね、実は今まで冬場、白馬、野沢温泉等の乗り換えということで、
ほとんど宿泊に結びついていなかったのですが、昨年ぐらいから、グリーン期
と呼ばれる冬の時期以外でも表参道をお歩きいただく姿がちらほらと見受けら
れるようになりましたけれども、まだまだ全体の日本に入って来ていただいて
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いる人数のペースには長野市内、宿泊でお越しいただいているお客さまの分が
追いついていないということで、今後さらに増えるであろうというその海外か
らのお客さまに向けて、長野市だけの善光寺、戸隠、松代という観光素材だけ
でなく、やはり広く知れ渡っておりますスノーモンキー等を交えまして、組み
込んだ長野市内の素材ということで、インバウンド、海外からのお客様の誘客
拡大につなげていきたいと考えております。
　　　あと、最後に、来年の１月から、上田市さん、「真田丸」というNHKの大河
ドラマがございますので、私ども長野市としては、上田市には非常に多くのお
客様がお見えになるであろうと。その一部でもいいから長野市、特に真田十万
石でつながっております松代にお越しいただきたいということで、今いろんな
取り組みをしたり、パンフレットを作ったり、先ほど関部長のほうからもお話
をいただきましたNHKの大河ドラマ館、それから松代の真田宝物館の共通券
等を発売をして、是非来年に関しましては、一年間、上田市さんと特に連携を
しながら、多くのお客様を上田、それから長野市松代にお越しをいただくよう
な取り組みをして進めてまいりたいと考えております。以上です。
増田／ありがとうございました。いくら「かがやき」、「はくたか」が停まっても、や
はりきちんと下車していただいて、いかに宿泊して楽しんでいただくかという
ことを目標にしていただくということになると思います。
　　　時間が押してまいりました。申し訳ありません。大西様には、先ほども課題と
いうところで一日の乗降客 500 人に対してのお話もありましたので、そのこと
も踏まえまして、簡単にですけれども、これからちょうどベストシーズンを迎
えるというところで、お話をまとめていただければと思いますが。
大西／では、飯山ですけれども、やはり目に見える効果と見えない効果というのもあ
るのかなあという気はします。宿泊でいえばですね、やはり、特に野沢温泉さ
んは非常に大きな宿泊施設、抱えています。直通のシャトルバス、野沢温泉ラ
イナーというのが出ていますが、常に特に冬になると満室で何本も増便して出
しているというような状況もありました。やはり、宿泊についてでも、もう予
約が取れないという状況も出ているところもあります。
　　　まあ、見えない効果としては、やはり、飯山駅ができたことによって、新幹線
の車内で停車駅「飯山」を呼んでいただけること自体がですね、非常に大きな
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効果かなというふうには思っています。飯山そのものがですね、あまり知名度
という部分では大きくありませんので、そういったところで出てくる、露出す
るというのは我々にとって非常に大きいというふうに思っております。
　　　先日、軽井沢の観光協会の方にお話を聞いたら、軽井沢に降りたお客さまが観
光案内所に来て、「とりあえず軽井沢、降りてみたけど、何ができるの」って
いうことを聞かれることがあるって言われたんですね。そんなことあるのかっ
て思って聞いていたんですけど、飯山に駅ができたら「飯山来てみたけど、何
できるの」と聞かれるんですね。これは非常に驚きまして、やはりこれは新幹
線効果なんだということを実感しています。JRさんの「大人の休日倶楽部パス」
というのがあって、乗り放題、東日本の乗り放題の期間がありますが、その時
に「とりあえず一番遠い飯山まで来てみたけど、１時間で何できる？」「２時
間で何できる？」「どこ行けばいい？」っていう、そんな質問が非常に多くて、
やはりそれを満たしてあげるだけのプログラムであったり、仕組み、そういっ
たものを提供してあげるようなものがないと、来たはいいけれどもがっかりし
て帰ってしまうということになりかねないので、そういったものをしっかり作
り上げていく必要があるなと思っております。
　　　あと、利用者が増えるということももちろんですけれども、やはり泊まってい
ただいて初めて経済の効果も生まれてくるというところがありますので、やは
り来て一泊したくなる、もう一泊泊まりたくなるというような、そういった魅
力ある地域になるように、そういったものを整えていきたいなというふうに
思っているのが我々の課題かなと思っています。以上です。
増田／ありがとうございました。飯山には本当に何ものにもかえがたい自然というも
のがありますし、先ほどもありました根曲がり竹ですとか、イナゴとか、大切
な食というものもありますので、ぜひ、そういったものを大事にしながら観光
資源、大切に使っていただければと思います。最後にまとめていただくとする
と、JTBさんの立場から何かありますか。
岩本／最後ということで、やはり各地区、いろんな魅力ある素材、実にたくさんある
と思います。長野県って意外と観光資源に恵まれている、他の県から言うと、
すごく羨ましい羨ましいってよく言われます。ただ、まあその資源に気が付か
なかったりとか、なかなかそれを上手く発信できていなかったりとか、そういっ
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た課題があります。そういった中で私ども JTBとしましても、この観光資源
をいかに上手くプロデュースしながら世に出していくのかっていう中で、今、
取り組んでいる中でひとつ、「感動の瞬間 100 選」っていう商品を全国でやっ
ております。その時、そこに行かないと、この景色、その瞬間の景色が見えないっ
ていう、ひとつの画像っていうかですね、写真をフックにその目的に来てもら
うということを目的にやっております。特に長野県におきましては今、阿智村
の「天空の楽園【日本一の星空】」っていうことでやってたりとか、あと、姨
捨の夜景ツアー、で、今年、冬、いよいよ飯山をかなりクローズアップしまして、
いわゆる「かまくら」ですね。「小さな秘密基地、かまくらでの冬の寒さをぬ
くもりの空間で楽しむ飯山の冬景色」というテーマで、かなり実は JTBのパ
ンフレット、大きくやっております。こういった「来る目的」を作ることによっ
て、人が動いてもらえるっていうのがありますので、いわゆるそういう来る目
的をいかに作るかっていうのがすごく大事かなと思っております。
　　　新幹線、新幹線ってありますけれど、実際、長野県の入り込みの交通手段で、
新幹線で来るのは１割５分くらいなんですね。基本的にはマイカー比率が６割
で、バスを含めると約８割がマイカー、バスで来るお客さんがほとんどという
県でございますので、そういった中で、やはり魅力ある地域づくりをいかに作
りながら、いかに世に発信してで来てもらうかっていうのを継続的に、あとリ
ピーター戦略をいかにしていくかっていうのが、今後の長野県の大きな課題か
と思っております。以上でございます。
増田／ありがとうございました。今日は限られた１時間という時間の中でしたので、
何分にもまとまりのつかないところもあったかと存じます。パネリストの皆
様、それぞれが１時間ずつでもお話しいただけるような情報をお持ちだと思い
ます。その中で JTBさんのアドバイスからも、広域連携、そういったところ
からの観光商品の開発、そういうことも含めて、これから横のつながりも生ま
れていくのではないかということを期待しまして、このパネルディスカッショ
ンを閉めたいと思います。
　　　今日はどうもありがとうございました。
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３．おわりに
　北陸新幹線延伸から半年が経過して見えてきた課題などをテーマに、様々な情報を
共有する場となることを期待しパネルディスカッションを行った。その結果、新幹線
延伸を活用した誘客のための取り組みや、成功事例の紹介などを織り交ぜて意見交換
を行うことができたと実感している。
　今回のシンポジウムを機に、今後、信州全体での広域観光ルートの開発や、課題解
決に向けての糸口の発見、新たな気づきにつながることを期待したい。
